
 

 

 

人 事 院 会 議 議 事 録 

 

                                                              

会 議 日 

 令和７年５月８日 木曜日 

 

会議の出席者 

 

            川本総裁 伊藤人事官 土生人事官 

           （幹 事）   佐々木事務総長、堀内総括審議官 

           （説明員）  （人材局） 

             澤田企画課長 

 

 議 題 

刑務官採用試験（大卒程度試験）新設に伴う採用試験の対象官職及び種類並びに

採用試験により確保すべき人材に関する政令についての意見及び人事院規則の改正

等について 

 議事の概要 

  

○ 議題「刑務官採用試験（大卒程度試験）新設に伴う採用試験の対象官職及び種

類並びに採用試験により確保すべき人材に関する政令についての意見及び人事院

規則の改正等について」について、担当局から別添のとおり説明があった。 

 

 ○ これに対し、土生人事官から、拘禁刑導入は画期的なことなので、人事行政の

側面から他にもフォローできることがあれば是非とも対応していくべきとの意見

があった。 

 

○ 議題については、三人事官一致で議決された。 

 

 



 

院 議 資 料 

 

刑務官採用試験（大卒程度試験）新設に伴う採用試験の対象官職及び種類並びに採用試験

により確保すべき人材に関する政令についての意見及び人事院規則の改正等について 

 

                           令和７年５月８日 

人 材 局 

給 与 局 

 

令和７年６月に刑法等の一部を改正する法律（令和４年法律第67号）が施行され、懲役

及び禁錮を単一化し拘禁刑が創設されることに伴い、刑務官業務の変化に応じた人材を確

保するため、従来の高卒程度に加え大卒程度の者を対象とする試験を追加する方針が示さ

れた。これを踏まえ、内閣総理大臣から人事院総裁宛文書にて、採用試験の対象官職及び

種類並びに採用試験により確保すべき人材に関する政令（平成26年政令第192号。以下「対

象官職等政令」という。）の一部改正案に対する人事院の見解を求められたことから、以

下１のとおり回答することとしたい。 

また、対象官職等政令の改正に伴い、刑務官採用試験（大卒程度試験）に係る規定を整

備する必要があることから、以下２のとおり人事院規則の改正等を行うこととしたい。 

 

１ 「採用試験の対象官職及び種類並びに採用試験により確保すべき人材に関する政令」

の一部改正に対する意見について 

 (1) 対象官職等政令に定める各事項は人事院の意見を聴いて定めることとされている。 

  

 (2) この規定に基づき、内閣総理大臣から、令和７年５月１日付けで、対象官職等政令

の一部改正に対する人事院の見解を求められている（別紙１参照）。 

改正内容は、以下のとおり。 

①  拘禁刑が創設されたことに伴い、採用試験における対象官職として刑務官の官

職について定めている第１条第２項第２号を改正する。 

②  拘禁刑導入に伴う業務の変化を踏まえ、刑務官採用試験に大卒程度の者を対象

とする試験を追加するため、専門職試験の「一定の範囲の知識等を有する者」につ

いて定めている第２条第３項及び採用試験により確保すべき人材に関する事項を



定めている別表を改正する。 

 

(3) 人事院は、提示された政令案について、採用試験の公正性の観点や試験の円滑な実 

施の観点等から問題があれば意見を述べることとなるが、本件については、特段の問

題はないと考えられることから、提示案のとおり改正することに異議ない旨、回答す

ることとしたい（別紙２参照）。 

 

２ 刑務官採用試験（大卒程度試験）新設に伴う人事院規則等の改正内容 

 (1) 人事院規則８―18（採用試験）（規則案については別紙３参照） 

   ①  採用試験の種類の名称 

刑務官を対象官職とする試験（大卒程度の者に対して行うもの）を新たに追加し、

名称を「刑務官採用試験（大卒程度試験）」とする。 

また、従来実施している刑務官を対象官職とする試験（高卒程度の者に対して行

うもの）について、名称を「刑務官採用試験（高卒程度試験）」に改める。 

 

   ②  区分試験及び区分試験の対象となる官職 

「刑務官採用試験（大卒程度試験）」は、刑務Ａ及び刑務Ｂに区分する。そして、

刑務Ａの対象となる官職は主として刑事施設における男子被収容者の、刑務Ｂの

対象となる官職は主として刑事施設における女子被収容者の処遇に係る看守部長

の業務に従事することを職務とする官職とする。 

また、「刑務官採用試験（高卒程度試験）」は、刑務Ａ･刑務Ａ（社会人）、刑

務Ｂ･刑務Ｂ（社会人）、刑務Ａ（武道）及び刑務Ｂ（武道）に区分する。そして、

刑務Ａ及び刑務Ａ（社会人）の対象となる官職は主として刑事施設における男子被

収容者の、刑務Ｂ及び刑務Ｂ（社会人）の対象となる官職は主として刑事施設にお

ける女子被収容者の処遇に係る看守の業務に従事することを職務とする官職とす

る。さらに、刑務Ａ（武道）の対象となる官職は主として刑事施設における男子被

収容者の、刑務Ｂ（武道）の対象となる官職は主として刑事施設における女子被収

容者の警備に係る看守の業務に従事することを職務とする官職とする。 

 

   ③  採用試験の試験種目 

「刑務官採用試験（大卒程度試験）」の試験種目は、基礎能力試験、課題論文試

験、人物試験、身体検査、身体測定及び体力検査とする。 



 

   ④  採用試験の受験資格 

「刑務官採用試験（大卒程度試験）」の受験資格は、試験年度の４月１日におい

て、年齢が21歳以上30歳未満の者並びに年齢が21歳未満の者であって大学を卒業

した者及び試験年度の３月までに大学を卒業する見込みの者並びに人事院がこれ

らの者と同等の資格があると認める者等とする。 

 

 (2) 人事院規則９―８（初任給、昇格、昇給等の基準）（規則案については別紙４参照） 

「刑務官採用試験（大卒程度試験）」について、「専門職（大卒二群）」の採用試

験に追加する。 

 

(3) 平成23年人事院公示第16号（公示案については別紙５参照） 

従来実施している刑務官を対象官職とする試験（高卒程度の者に対して行うもの）

について、名称を「刑務官採用試験（高卒程度試験）」に改める。 

 

(4) 平成23年人事院公示第18号（公示案については別紙６参照） 

２(1)④の「人事院がこれらの者と同等の資格があると認める者等」について、大学

卒業者等と同等の資格があると認める者等を規定している平成23年人事院公示第18号

第２項第１号及び第２号の対象となる採用試験として、「刑務官採用試験（大卒程度

試験）」を追加する。 

 

３ 意見公募手続の結果 

今般の規則等の改正に当たり、２(1)及び(4)について令和７年２月12日から３月13日

まで意見公募手続を実施したところ、意見の提出はなかったため、２のとおり規則等を

改正するものとする。 

 

４ 公布日・施行日 

公布日：令和７年５月３０日（内閣人事局の対象官職等政令公布日と同日） 

施行日：令和７年１２月１日（内閣人事局の対象官職等政令施行日と同日） 

 

                              以   上    



【公印・契印（省略）】 

 

閣 人 人 第 3 3 3 号 

令 和 ７ 年 ５ 月 １ 日 

 

人事院総裁  川 本 裕 子  殿 

 

 

内閣総理大臣  石 破  茂 

 

 

採用試験の対象官職及び種類並びに採用試験により確保すべき

人材に関する政令について 

 

 標記政令を別紙１及び２のように一部改正したいので、国家公務

員法（昭和 22 年法律第 120 号）第 45 条の２第４項の規定に基づき

貴院の見解を伺います。 



 
政
令
第　
　
　

号

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す

 
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
理
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
及
び
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
同
法
第
五
百
九
条

 

の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

 

第
一
条
～
第
八
条　

（
略
）

 

（
採
用
試
験
の
対
象
官
職
及
び
種
類
並
び
に
採
用
試
験
に
よ
り
確
保
す
べ
き
人
材
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条　

採
用
試
験
の
対
象
官
職
及
び
種
類
並
び
に
採
用
試
験
に
よ
り
確
保
す
べ
き
人
材
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政

 

令
第
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

第
一
条
第
二
項
第
二
号
中
「
懲
役
、
禁
錮
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。

 

　
　

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て
「
（
施
行
期
日
）
」
を
付
し
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

 

（
採
用
試
験
に
お
け
る
対
象
官
職
に
関
す
る
特
例
）

別紙１



２　

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
八

号
）
第
四
百
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
第
一
条
第
二
項
第
二
号
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
拘
禁
刑
又
は
拘
留
」
と
あ
る
の
は
、
「
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和

四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
。
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
「
旧
刑
法
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
に
規
定
す
る
懲
役
、
旧
刑
法
第
十
三
条
に
規
定
す
る
禁
錮
又
は
旧
刑
法
第
十
六

 

条
に
規
定
す
る
拘
留
」
と
す
る
。

 

第
十
条
～
第
四
十
四
条　

（
略
）

 

附　

則

 

　

（
施
行
期
日
）

 

１　

こ
の
政
令
は
、
刑
法
等
一
部
改
正
法
の
施
行
の
日
（
令
和
七
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

 

　

（
経
過
措
置
）　

 

２　

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　



 

理　

由

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
、
検
察
審
査
会
法
施
行
令
そ
の
他
の
関
係
政
令
の
整
理
等
を
行
う
と
と
も
に
、
所
要
の
経
過
措
置
を
定
め
る

 

必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　



 
政
令
第　
　
　

号

採
用
試
験
の
対
象
官
職
及
び
種
類
並
び
に
採
用
試
験
に
よ
り
確
保
す
べ
き
人
材
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

 令

内
閣
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
四
十
五
条
の
二
第
二
項
第
三
号
及
び
第
三
項
の
規
定
に

 

基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

採
用
試
験
の
対
象
官
職
及
び
種
類
並
び
に
採
用
試
験
に
よ
り
確
保
す
べ
き
人
材
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
百

 

九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
第
一
号
中
「
前
条
第
二
項
第
一
号
」
の
下
に
「
、
第
二
号
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
前
条
第
二
項
第
二

 

号
、
第
四
号
」
を
「
前
条
第
二
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。　 

別
表
刑
務
官
採
用
試
験
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

 
 

 
 

刑
務
官
採
用
試
験

大
卒
程
度
の
者

一　

社
会
経
済
情
勢
に
関
す
る
知
識
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

 

二　

状
況
に
応
じ
て
課
題
を
解
決
で
き
る
論
理
的
な
思
考
力
、
判
断
力
及
び
表
現

 
 

力
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

別紙２



 

三　

採
用
後
の
研
修
又
は
職
務
経
験
を
通
じ
て
第
一
号
に
規
定
す
る
知
識
並
び
に

 

前
号
に
規
定
す
る
論
理
的
な
思
考
力
、
判
断
力
及
び
表
現
力
の
向
上
が
見
込
ま

 
 

れ
る
こ
と
。

 

四　

職
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
身
体
の
状
況
に
あ
る
こ
と
及
び
職

 
 

務
を
遂
行
す
る
上
で
求
め
ら
れ
る
体
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

 

五　

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
採
用
試
験
の
種
類
の
全
て
を
通
じ
て
備
え

て
い
る
べ
き
知
識
、
能
力
等
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

 

高
卒
程
度
の
者

一　

論
理
的
な
思
考
力
及
び
表
現
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

二　

採
用
後
の
研
修
又
は
職
務
経
験
を
通
じ
て
前
号
に
規
定
す
る
論
理
的
な
思
考

 

力
及
び
表
現
力
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

三　

職
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
身
体
の
状
況
に
あ
る
こ
と
及
び
職

務
を
遂
行
す
る
上
で
求
め
ら
れ
る
体
力
又
は
武
道
の
技
術
を
備
え
て
い
る
こ

 

と
。



四　

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
採
用
試
験
の
種
類
の
全
て
を
通
じ
て
備
え

て
い
る
べ
き
知
識
、
能
力
等
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

 
附　

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



 

理　

由

拘
禁
刑
導
入
に
よ
る
刑
務
官
の
業
務
の
変
化
を
踏
ま
え
、
刑
務
官
採
用
試
験
の
う
ち
大
卒
程
度
の
者
に
行
う
も
の
を
追
加
す

 

る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。



- 1 -

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の

 
整
理
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
案　

新
旧
対
照
条
文

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

 

　

〇　

採
用
試
験
の
対
象
官
職
及
び
種
類
並
び
に
採
用
試
験
に
よ
り
確
保
す
べ
き
人
材
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
百
九
十
二
号
）
（
第
九
条
関
係
）

改　

正　

案

現　
　
　

行

 
 

（
採
用
試
験
に
お
け
る
対
象
官
職
）

（
採
用
試
験
に
お
け
る
対
象
官
職
）

 
 

第
一
条　

（
略
）

第
一
条　

（
略
）

２　

法
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
官
職
は
、
係
員
の

２　

法
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
官
職
は
、
係
員
の

 
 

官
職
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

官
職
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

 
 

一　

（
略
）

一　

（
略
）

二　

拘
禁
刑
又
は
拘
留
の
刑
の
執
行
の
た
め
拘
置
さ
れ
る
者
等
の
収
容
及
び

二　

懲
役
、
禁
錮
又
は
拘
留
の
刑
の
執
行
の
た
め
拘
置
さ
れ
る
者
等
の
収
容

刑
事
施
設
（
こ
れ
に
附
置
さ
れ
た
労
役
場
及
び
監
置
場
を
含
む
。
）
に
お

及
び
刑
事
施
設
（
こ
れ
に
附
置
さ
れ
た
労
役
場
及
び
監
置
場
を
含
む
。
）

け
る
被
収
容
者
等
の
処
遇
並
び
に
刑
事
施
設
の
警
備
の
分
野
に
係
る
専
門

に
お
け
る
被
収
容
者
等
の
処
遇
並
び
に
刑
事
施
設
の
警
備
の
分
野
に
係
る

的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
事
務
を
そ
の
職
務
の
主
た
る
内
容
と
す
る
官
職

専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
事
務
を
そ
の
職
務
の
主
た
る
内
容
と
す
る

 

 
 

官
職

 
 

三
～
十
五　

（
略
）

三
～
十
五　

（
略
）

 
 

３
・
４　

（
略
）

３
・
４　

（
略
）

 
 

 
 

　
　
　

附　

則

　
　
　

附　

則

 
 

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
政
令
は
、
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十

こ
の
政
令
は
、
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十

六
年
法
律
第
二
十
二
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
五
月
三
十
日
）
か

六
年
法
律
第
二
十
二
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
五
月
三
十
日
）
か

 
 

ら
施
行
す
る
。

ら
施
行
す
る
。

 
 

（
採
用
試
験
に
お
け
る
対
象
官
職
に
関
す
る
特
例
）

２　

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に

（
新
設
）

　

関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
四
百
四
十
二
条
の
規
定
に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
参考１
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よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
第
一
条
第
二
項

　

第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
拘
禁
刑
又
は
拘
留
」
と
あ

　

る
の
は
、
「
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
七

　

号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五

　

号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
旧
刑
法
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
に
規
定
す

　

る
懲
役
、
旧
刑
法
第
十
三
条
に
規
定
す
る
禁
錮
又
は
旧
刑
法
第
十
六
条
に
規

　

定
す
る
拘
留
」
と
す
る
。
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採
用
試
験
の
対
象
官
職
及
び
種
類
並
び
に
採
用
試
験
に
よ
り
確
保
す
べ
き
人
材
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案　

新
旧
対
照
条
文 

○　

採
用
試
験
の
対
象
官
職
及
び
種
類
並
び
に
採
用
試
験
に
よ
り
確
保
す
べ
き
人
材
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
百
九
十
二
号
）
（
抄
）

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）　

改　
　
　

正　
　
　

案

現　
　
　
　
　
　
　

行

 
 

（
一
定
の
範
囲
の
知
識
等
を
有
す
る
者
）

（
一
定
の
範
囲
の
知
識
等
を
有
す
る
者
）

 
 

第
二
条　

（
略
）

第
二
条　

（
同
上
）

 
 

２　

（
略
）

２　

（
同
上
）

３　

法
第
四
十
五
条
の
二
第
二
項
第
三
号
の
一
定
の
範
囲
の
知
識
等
を
有
す
る
者
と
し

３　

法
第
四
十
五
条
の
二
第
二
項
第
三
号
の
一
定
の
範
囲
の
知
識
等
を
有
す
る
者
と
し

て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
政
分
野
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
政
分
野
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

 
 

定
め
る
者
と
す
る
。

定
め
る
者
と
す
る
。

一　

前
条
第
二
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
七
号
又
は
第
十
三
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で

一　

前
条
第
二
項
第
一
号
、
第
七
号
又
は
第
十
三
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
規
定
す

 
 

に
規
定
す
る
分
野　

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
者

る
分
野　

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
者

 
 

イ　

大
卒
程
度
の
者

イ　

大
卒
程
度
の
者

 
 

ロ　

高
卒
程
度
の
者

ロ　

高
卒
程
度
の
者

 
 

二　

（
略
）

二　

（
同
上
）

三　

前
条
第
二
項
第
四
号
、
第
十
一
号
又
は
第
十
二
号
に
規
定
す
る
分
野　

高
卒
程

三　

前
条
第
二
項
第
二
号
、
第
四
号
、
第
十
一
号
又
は
第
十
二
号
に
規
定
す
る
分
野

 
 

度
の
者

　

高
卒
程
度
の
者

 

４
・
５　

（
略
）

４
・
５　

（
同
上
）

 
 

別
表
（
第
三
条
関
係
）

別
表
（
第
三
条
関
係
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

 
 

刑
務
官
採
用

一　

社
会
経
済
情
勢
に
関
す
る
知
識
を
備
え
て
い
る
こ

刑
務
官
採
用

（
新
設
）

 
 

大
卒
程
度

（
新
設
） 

試
験

と
。

試
験

 
 

 

の
者

 
 

二　

状
況
に
応
じ
て
課
題
を
解
決
で
き
る
論
理
的
な
思

参考２
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考
力
、
判
断
力
及
び
表
現
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

 
 

三　

採
用
後
の
研
修
又
は
職
務
経
験
を
通
じ
て
第
一
号

 
 

に
規
定
す
る
知
識
並
び
に
前
号
に
規
定
す
る
論
理
的

 
 

な
思
考
力
、
判
断
力
及
び
表
現
力
の
向
上
が
見
込
ま

 
 

 

れ
る
こ
と
。

 
 

四　

職
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
身
体
の

 
 

状
況
に
あ
る
こ
と
及
び
職
務
を
遂
行
す
る
上
で
求
め

 
 

 
ら
れ
る
体
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

 
 

五　

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
採
用
試
験
の
種

 
 

類
の
全
て
を
通
じ
て
備
え
て
い
る
べ
き
知
識
、
能
力

 
 

等
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

高
卒
程
度

一　

論
理
的
な
思
考
力
及
び
表
現
力
を
備
え
て
い
る
こ

高
卒
程
度

一　

論
理
的
な
思
考
力
及
び
表
現
力
を
備
え
て
い
る
こ

 
 

 
 

 
 

の
者

と
。

の
者

と
。

二　

採
用
後
の
研
修
又
は
職
務
経
験
を
通
じ
て
前
号
に

二　

採
用
後
の
研
修
又
は
職
務
経
験
を
通
じ
て
前
号
に

 
 

規
定
す
る
論
理
的
な
思
考
力
及
び
表
現
力
の
向
上
が

規
定
す
る
論
理
的
な
思
考
力
及
び
表
現
力
の
向
上
が

 
 

 
 

 
 

見
込
ま
れ
る
こ
と
。

見
込
ま
れ
る
こ
と
。

三　

職
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
身
体
の

三　

職
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
身
体
の

 
 

状
況
に
あ
る
こ
と
及
び
職
務
を
遂
行
す
る
上
で
求
め

状
況
に
あ
る
こ
と
及
び
職
務
を
遂
行
す
る
上
で
求
め

 
 

ら
れ
る
体
力
又
は
武
道
の
技
術
を
備
え
て
い
る
こ

ら
れ
る
体
力
又
は
武
道
の
技
術
を
備
え
て
い
る
こ

 
 

 
 

 
 

と
。

と
。

四　

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
採
用
試
験
の
種

四　

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
採
用
試
験
の
種

 
 

類
の
全
て
を
通
じ
て
備
え
て
い
る
べ
き
知
識
、
能
力

類
の
全
て
を
通
じ
て
備
え
て
い
る
べ
き
知
識
、
能
力

 
 

等
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

等
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

 
 

（

（

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

 
 

（
略
）

略
）

略
）

（
同
上
）

 
 

（
略
）



 
 

人 企 ― ● ● ● 

令和７年５月●日 

 

    内 閣 総 理 大 臣    石 破 茂 殿 

 

 

人事院総裁 川 本 裕 子 

 

 

採用試験の対象官職及び種類並びに採用試験により確保すべき人材 

   に関する政令についての意見 

 

令和７年５月１日に内閣総理大臣から人事院総裁宛て文書（閣人人第

３３３号）により提示された政令案につきましては、採用試験の公正性等の観点

からみて特に問題はないものと認められることから、貴案のとおり改正されるこ

とに異議ありません。 

 

                            以   上 

湯淺怜奈(YUASARena)
テキストボックス
【別紙２】



人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
八
―
一
八
（
採
用
試
験
）
の

一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

令
和
七
年
五
月
三
十
日

人
事
院
総
裁

川

本

裕

子

人
事
院
規
則
八
―
一
八
―
三
七

人
事
院
規
則
八
―
一
八
（
採
用
試
験
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
八
―
一
八
（
採
用
試
験
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
（
以
下
「
傍
線
部
分
」
と
い
う
。
）
で
こ
れ
に
対
応
す

る
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に

対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲

げ
る
規
定
の
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
は
、
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め

る
。

改

正

後

改

正

前

湯淺怜奈(YUASARena)
テキストボックス
【別紙３】



（
採
用
試
験
の
種
類
ご
と
の
名
称
）

（
採
用
試
験
の
種
類
ご
と
の
名
称
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

専
門
職
試
験
（
法
第
四
十
五
条
の
二
第
二
項
第
三
号

３

専
門
職
試
験
（
法
第
四
十
五
条
の
二
第
二
項
第
三
号

に
規
定
す
る
専
門
職
試
験
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で

に
規
定
す
る
専
門
職
試
験
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で

あ
る
採
用
試
験
の
種
類
ご
と
の
名
称
は
、
次
の
各
号
に

あ
る
採
用
試
験
の
種
類
ご
と
の
名
称
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
当
該
採
用
試
験
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当

掲
げ
る
当
該
採
用
試
験
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当

該
各
号
に
定
め
る
名
称
と
す
る
。

該
各
号
に
定
め
る
名
称
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

二
の
二

対
象
官
職
等
政
令
第
一
条
第
二
項
第
二
号
に

（
新
設
）

規
定
す
る
官
職
を
対
象
と
し
、
対
象
官
職
等
政
令
第

二
条
第
三
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
者
に
対
し
て
行

う
採
用
試
験

刑
務
官
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試



験
）

三

対
象
官
職
等
政
令
第
一
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定

三

対
象
官
職
等
政
令
第
一
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定

す
る
官
職
を
対
象
と
し
、
対
象
官
職
等
政
令
第
二
条

す
る
官
職
を
対
象
と
し
、
対
象
官
職
等
政
令
第
二
条

第
三
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
者
に
対
し
て
行
う
採

第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
者
に
対
し
て
行
う
採
用

用
試
験

刑
務
官
採
用
試
験
（
高
卒
程
度
試
験
）

試
験

刑
務
官
採
用
試
験

四
～
十
七

（
略
）

四
～
十
七

（
略
）

４

（
略
）

４

（
略
）

別
表
第
一

区
分
試
験
及
び
区
分
試
験
の
対
象
と
な
る
官

別
表
第
一

区
分
試
験
及
び
区
分
試
験
の
対
象
と
な
る
官

職
（
第
四
条
関
係
）

職
（
第
四
条
関
係
）

採
用
試
験
の

区
分
試
験

区
分
試
験
の
対
象
と

採
用
試
験
の

区
分
試
験

区
分
試
験
の
対
象
と

種
類
ご
と
の

な
る
官
職

種
類
ご
と
の

な
る
官
職

名
称

名
称

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）



刑
務
官
採
用

刑
務
Ａ

一

対
象
官
職
等
政

刑
務
官
採
用

刑
務
Ａ

一

対
象
官
職
等
政

試
験
（
大
卒

令
第
一
条
第
二
項

試
験

刑
務
Ａ
（
社
会

令
第
一
条
第
二
項

程
度
試
験
）

第
二
号
に
規
定
す

人
）

第
二
号
に
規
定
す

る
官
職
の
う
ち
、

る
官
職
の
う
ち
、

主
と
し
て
刑
事
施

主
と
し
て
刑
事
施

設
に
お
け
る
男
子

設
に
お
け
る
男
子

の
被
収
容
者
の
処

の
被
収
容
者
の
処

遇
に
係
る
看
守
部

遇
の
業
務
に
従
事

長
の
業
務
に
従
事

す
る
こ
と
を
職
務

す
る
こ
と
を
職
務

と
す
る
官
職

と
す
る
官
職

刑
務
Ｂ

二

対
象
官
職
等
政

刑
務
Ｂ

二

対
象
官
職
等
政

刑
務
Ｂ
（
社
会

令
第
一
条
第
二
項

令
第
一
条
第
二
項

人
）

第
二
号
に
規
定
す



第
二
号
に
規
定
す

る
官
職
の
う
ち
、

る
官
職
の
う
ち
、

主
と
し
て
刑
事
施

主
と
し
て
刑
事
施

設
に
お
け
る
女
子

設
に
お
け
る
女
子

の
被
収
容
者
の
処

の
被
収
容
者
の
処

遇
の
業
務
に
従
事

遇
に
係
る
看
守
部

す
る
こ
と
を
職
務

長
の
業
務
に
従
事

と
す
る
官
職

す
る
こ
と
を
職
務

刑

務

Ａ

（

武

三

対
象
官
職
等
政

と
す
る
官
職

道
）

令
第
一
条
第
二
項

刑
務
官
採
用

刑
務
Ａ

一

対
象
官
職
等
政

第
二
号
に
規
定
す

試
験
（
高
卒

刑
務
Ａ
（
社
会

令
第
一
条
第
二
項

る
官
職
の
う
ち
、

程
度
試
験
）

人
）

第
二
号
に
規
定
す

主
と
し
て
刑
事
施

る
官
職
の
う
ち
、

設
に
お
け
る
男
子



主
と
し
て
刑
事
施

の
被
収
容
者
の
警

設
に
お
け
る
男
子

備
の
業
務
に
従
事

の
被
収
容
者
の
処

す
る
こ
と
を
職
務

遇
に
係
る
看
守
の

と
す
る
官
職

業
務
に
従
事
す
る

刑

務

Ｂ

（

武

四

対
象
官
職
等
政

こ
と
を
職
務
と
す

道
）

令
第
一
条
第
二
項

る
官
職

第
二
号
に
規
定
す

刑
務
Ｂ

二

対
象
官
職
等
政

る
官
職
の
う
ち
、

刑
務
Ｂ
（
社
会

令
第
一
条
第
二
項

主
と
し
て
刑
事
施

人
）

第
二
号
に
規
定
す

設
に
お
け
る
女
子

る
官
職
の
う
ち
、

の
被
収
容
者
の
警

主
と
し
て
刑
事
施

備
の
業
務
に
従
事

設
に
お
け
る
女
子

す
る
こ
と
を
職
務



の
被
収
容
者
の
処

と
す
る
官
職

遇
に
係
る
看
守
の

業
務
に
従
事
す
る

こ
と
を
職
務
と
す

る
官
職

刑

務

Ａ

（

武

三

対
象
官
職
等
政

道
）

令
第
一
条
第
二
項

第
二
号
に
規
定
す

る
官
職
の
う
ち
、

主
と
し
て
刑
事
施

設
に
お
け
る
男
子

の
被
収
容
者
の
警

備
に
係
る
看
守
の



業
務
に
従
事
す
る

こ
と
を
職
務
と
す

る
官
職

刑

務

Ｂ

（

武

四

対
象
官
職
等
政

道
）

令
第
一
条
第
二
項

第
二
号
に
規
定
す

る
官
職
の
う
ち
、

主
と
し
て
刑
事
施

設
に
お
け
る
女
子

の
被
収
容
者
の
警

備
に
係
る
看
守
の

業
務
に
従
事
す
る

こ
と
を
職
務
と
す



る
官
職

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

別
表
第
二

採
用
試
験
の
試
験
種
目
（
第
六
条
関
係
）

別
表
第
二

採
用
試
験
の
試
験
種
目
（
第
六
条
関
係
）

採
用
試
験
の

区
分
試
験

試
験
種
目

採
用
試
験
の

区
分
試
験

試
験
種
目

種
類
ご
と
の

種
類
ご
と
の

名
称

名
称

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

刑
務
官
採
用

刑
務
Ａ

基
礎
能
力
試
験
、

刑
務
官
採
用

刑
務
Ａ

基
礎
能
力
試
験
、

試
験
（
大
卒

刑
務
Ｂ

課
題
論
文
試
験
、
人

試
験

刑
務
Ｂ

作
文
試
験
、
人
物
試

程
度
試
験
）

物
試
験
、
身
体
検

刑
務
Ａ
（
社
会

験
、
身
体
検
査
、
身

査
、
身
体
測
定
及
び

人
）

体
測
定
及
び
体
力
検

体
力
検
査

刑
務
Ｂ
（
社
会

査

刑
務
官
採
用

刑
務
Ａ

基
礎
能
力
試
験
、

人
）



試
験
（
高
卒

刑
務
Ｂ

作
文
試
験
、
人
物
試

刑

務

Ａ

（

武

基
礎
能
力
試
験
、

程
度
試
験
）

刑
務
Ａ
（
社
会

験
、
身
体
検
査
、
身

道
）

作
文
試
験
、
実
技
試

人
）

体
測
定
及
び
体
力
検

刑

務

Ｂ

（

武

験
、
人
物
試
験
、
身

刑
務
Ｂ
（
社
会

査

道
）

体
検
査
及
び
身
体
測

人
）

定

刑

務

Ａ

（

武

基
礎
能
力
試
験
、

道
）

作
文
試
験
、
実
技
試

刑

務

Ｂ

（

武

験
、
人
物
試
験
、
身

道
）

体
検
査
及
び
身
体
測

定

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

別
表
第
三

採
用
試
験
の
受
験
資
格
（
第
八
条
関
係
）

別
表
第
三

採
用
試
験
の
受
験
資
格
（
第
八
条
関
係
）

採
用
試
験
の

区
分
試
験

受
験
資
格

採
用
試
験
の

区
分
試
験

受
験
資
格



種
類
ご
と
の

種
類
ご
と
の

名
称

名
称

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

刑
務
官
採
用

刑
務
Ａ

一

次
に
掲
げ
る
者

刑
務
官
採
用

刑
務
Ａ

一

試
験
年
度
の
四

試
験
（
大
卒

イ

試
験
年
度
の

試
験

刑

務

Ａ

（

武

月
一
日
に
お
け
る

程
度
試
験
）

四
月
一
日
に
お

道
）

年
齢
が
十
七
歳
以

け
る
年
齢
が
二

上
二
十
九
歳
未
満

十
一
歳
以
上
三

の
男
子

十
歳
未
満
の
男

刑
務
Ｂ

二

試
験
年
度
の
四

子

刑

務

Ｂ

（

武

月
一
日
に
お
け
る

ロ

試
験
年
度
の

道
）

年
齢
が
十
七
歳
以

四
月
一
日
に
お

上
二
十
九
歳
未
満

け
る
年
齢
が
二

の
女
子



十
一
歳
未
満
の

刑
務
Ａ
（
社
会

三

試
験
年
度
の
四

男
子
で
次
に
掲

人
）

月
一
日
に
お
け
る

げ
る
も
の

年
齢
が
四
十
歳
未

⑴

大
学
を
卒

満
の
男
子
（
第
一

業
し
た
者
及

号
に
規
定
す
る
受

び
試
験
年
度

験
資
格
を
有
し
な

の
三
月
ま
で

く
な
っ
た
者
に
限

に
大
学
を
卒

る
。
）

業
す
る
見
込

刑
務
Ｂ
（
社
会

四

試
験
年
度
の
四

み
の
者
並
び

人
）

月
一
日
に
お
け
る

に
人
事
院
が

年
齢
が
四
十
歳
未

こ
れ
ら
の
者

満
の
女
子
（
第
二

と
同
等
の
資

号
に
規
定
す
る
受



格
が
あ
る
と

験
資
格
を
有
し
な

認
め
る
者

く
な
っ
た
者
に
限

⑵

短
期
大
学

る
。
）

又
は
高
等
専

門
学
校
を
卒

業
し
た
者
及

び
試
験
年
度

の
三
月
ま
で

に
短
期
大
学

又
は
高
等
専

門
学
校
を
卒

業
す
る
見
込

み
の
者
並
び



に
人
事
院
が

こ
れ
ら
の
者

と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と

認
め
る
者

刑
務
Ｂ

二

次
に
掲
げ
る
者

イ

試
験
年
度
の

四
月
一
日
に
お

け
る
年
齢
が
二

十
一
歳
以
上
三

十
歳
未
満
の
女

子
ロ

試
験
年
度
の



四
月
一
日
に
お

け
る
年
齢
が
二

十
一
歳
未
満
の

女
子
で
次
に
掲

げ
る
も
の

⑴

大
学
を
卒

業
し
た
者
及

び
試
験
年
度

の
三
月
ま
で

に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込

み
の
者
並
び

に
人
事
院
が



こ
れ
ら
の
者

と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と

認
め
る
者

⑵

短
期
大
学

又
は
高
等
専

門
学
校
を
卒

業
し
た
者
及

び
試
験
年
度

の
三
月
ま
で

に
短
期
大
学

又
は
高
等
専

門
学
校
を
卒



業
す
る
見
込

み
の
者
並
び

に
人
事
院
が

こ
れ
ら
の
者

と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と

認
め
る
者

刑
務
官
採
用

刑
務
Ａ

一

試
験
年
度
の
四

試
験
（
高
卒

刑

務

Ａ

（

武

月
一
日
に
お
け
る

程
度
試
験
）

道
）

年
齢
が
十
七
歳
以

上
二
十
九
歳
未
満

の
男
子

刑
務
Ｂ

二

試
験
年
度
の
四



刑

務

Ｂ

（

武

月
一
日
に
お
け
る

道
）

年
齢
が
十
七
歳
以

上
二
十
九
歳
未
満

の
女
子

刑
務
Ａ
（
社
会

三

試
験
年
度
の
四

人
）

月
一
日
に
お
け
る

年
齢
が
四
十
歳
未

満
の
男
子
（
第
一

号
に
規
定
す
る
受

験
資
格
を
有
し
な

く
な
っ
た
者
に
限

る
。
）

刑
務
Ｂ
（
社
会

四

試
験
年
度
の
四



人
）

月
一
日
に
お
け
る

年
齢
が
四
十
歳
未

満
の
女
子
（
第
二

号
に
規
定
す
る
受

験
資
格
を
有
し
な

く
な
っ
た
者
に
限

る
。
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）



２

任
命
権
者
は
、
令
和
七
年
十
二
月
一
日
以
降
、
こ
の
規
則
の
施
行
前
に
規
則
八
―
一
八
第
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
告
知

さ
れ
た
採
用
試
験
の
結
果
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
規
則
八
―
一
八
別
表
第
一
刑
務
官
採
用
試

験
の
項
に
掲
げ
る
各
区
分
試
験
に
係
る
法
第
五
十
条
に
規
定
す
る
採
用
候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
者
の
中
か
ら
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
り
職
員
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
準
備
行
為
）

３

人
事
院
及
び
試
験
機
関
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
規
則
八
―
一
八
第
三

条
第
三
項
第
二
号
の
二
及
び
第
三
号
の
採
用
試
験
の
実
施
に
必
要
な
準
備
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九
―

八
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

令
和
七
年
五
月
三
十
日

人
事
院
総
裁

川

本

裕

子

人
事
院
規
則
九
―
八
―
九
六

人
事
院
規
則
九
―
八
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九
―
八
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
（
以
下
「
傍
線
部
分
」
と
い
う
。
）
で
こ
れ
に
対
応
す

る
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に

対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用

湯淺怜奈(YUASARena)
テキストボックス
【別紙４】



語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
～
十

（
略
）

一
～
十

（
略
）

十
一

専
門
職
（
大
卒
二
群
）

次
に
掲
げ
る
採
用
試

十
一

専
門
職
（
大
卒
二
群
）

次
に
掲
げ
る
採
用
試

験
を
い
う
。

験
を
い
う
。

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

刑
務
官
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

（
新
設
）

ハ
～
チ

（
略
）

ロ
～
ト

（
略
）

十
二

専
門
職
（
高
卒
）

次
に
掲
げ
る
採
用
試
験
及

十
二

専
門
職
（
高
卒
）

次
に
掲
げ
る
採
用
試
験
を

び
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
採
用
試
験
を
い
う
。

い
う
。

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

刑
務
官
採
用
試
験
（
高
卒
程
度
試
験
）

ロ

刑
務
官
採
用
試
験

ハ
～
チ

（
略
）

ハ
～
チ

（
略
）

十
三
～
十
七

（
略
）

十
三
～
十
七

（
略
）



附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



人事院公示第●●号

人事院は、人事院規則８―１８（採用試験）第６条第２項第３号の規定に基づ

き、平成２３年人事院公示第１６号の一部改正に関し、次のとおり決定した。

令和７年５月３０日

人事院総裁 川 本 裕 子

１ 次の表により、改正前欄に掲げる規定の傍線を付した部分をこれに対応する

改正後欄に掲げる規定の傍線を付した部分のように改める。

湯淺怜奈(YUASARena)
テキストボックス
【別紙５】



改 正 後 改 正 前

別表 別表

採用試験の種 区分試験 試験種目 出題分野及び内容 採用試験の種 区分試験 試験種目 出題分野及び内容

類ごとの名称 類ごとの名称

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

刑務官採用試 （略） （略） （略） 刑務官採用試 （略） （略） （略）

験（高卒程度 験

試験）

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）



２ この決定による改正は、令和７年１２月１日から効力を発生する。



人事院公示第●号

人事院は、人事院規則８―１８（採用試験）別表第３刑務官採用試験（大卒程

度試験）の項第１号ロ⑴及び⑵並びに第２号ロ⑴及び⑵の規定に基づき、平成２

３年人事院公示第１８号の一部改正に関し、次のとおり決定した。

令和７年５月３０日

人事院総裁 川 本 裕 子

１ 次の表により、改正前欄に掲げる規定（前書きを含む。）の傍線を付した部

分をこれに対応する改正後欄に掲げる規定の傍線を付した部分のように改め

る。

改 正 後 改 正 前

人事院は、人事院規則８―１８ 人事院は、人事院規則８―１８

（採用試験）別表第３国家公務員採 （採用試験）別表第３国家公務員採

用総合職試験（院卒者試験）の項第 用総合職試験（院卒者試験）の項第

１号ロ及び第２号ロ、同表国家公務 １号ロ及び第２号ロ、同表国家公務

員採用総合職試験（大卒程度試験） 員採用総合職試験（大卒程度試験）

の項ロ⑵、同表国家公務員採用一般 の項ロ⑵、同表国家公務員採用一般

職試験（大卒程度試験）の項ロ⑴及 職試験（大卒程度試験）の項ロ⑴及

び⑵、同表国家公務員採用一般職試 び⑵、同表国家公務員採用一般職試

験（高卒程度試験）の項第１号ロ及 験（高卒程度試験）の項第１号ロ及

び第２号、同表皇宮護衛官採用試験 び第２号、同表皇宮護衛官採用試験

（大卒程度試験）の項ロ⑴及び⑵、 （大卒程度試験）の項ロ⑴及び⑵、

同表皇宮護衛官採用試験（高卒程度 同表皇宮護衛官採用試験（高卒程度

試験）の項第１号ロ及び第２号、同 試験）の項第１号ロ及び第２号、同

表刑務官採用試験（大卒程度試験） 表法務省専門職員（人間科学）採用

の項第１号ロ⑴及び⑵並びに第２号 試験の項第１号ロ⑵、第２号ロ⑵、

湯淺怜奈(YUASARena)
テキストボックス
【別紙６】



ロ⑴及び⑵、同表法務省専門職員 第３号ロ⑴及び⑵、第４号ロ⑴及び

（人間科学）採用試験の項第１号ロ ⑵並びに第７号ロ⑴及び⑵、同表入

⑵、第２号ロ⑵、第３号ロ⑴及び 国警備官採用試験の項第１号ロ及び

⑵、第４号ロ⑴及び⑵並びに第７号 第２号、同表外務省専門職員採用試

ロ⑴及び⑵、同表入国警備官採用試 験の項ロ⑴及び⑵、同表財務専門官

験の項第１号ロ及び第２号、同表外 採用試験の項ロ⑴及び⑵、同表国税

務省専門職員採用試験の項ロ⑴及び 専門官採用試験の項ロ⑵、同表税務

⑵、同表財務専門官採用試験の項ロ 職員採用試験の項ロ、同表食品衛生

⑴及び⑵、同表国税専門官採用試験 監視員採用試験の項ロ⑶、同表労働

の項ロ⑵、同表税務職員採用試験の 基準監督官採用試験の項ロ⑵、同表

項ロ、同表食品衛生監視員採用試験 航空管制官採用試験の項ロ⑴及び

の項ロ⑶、同表労働基準監督官採用 ⑵、同表航空保安大学校学生採用試

試験の項ロ⑵、同表航空管制官採用 験の項ロ、同表気象大学校学生採用

試験の項ロ⑴及び⑵、同表航空保安 試験の項ロ、同表海上保安官採用試

大学校学生採用試験の項ロ、同表気 験の項ロ、同表海上保安大学校学生

象大学校学生採用試験の項ロ、同表 採用試験の項ロ並びに同表海上保安

海上保安官採用試験の項ロ、同表海 学校学生採用試験の項ロの規定に基

上保安大学校学生採用試験の項ロ並 づき、人事院の認定に係る受験資格

びに同表海上保安学校学生採用試験 に関し、次のとおり決定した。

の項ロの規定に基づき、人事院の認

定に係る受験資格に関し、次のとお

り決定した。

１ （略） １ （略）

２ 大卒程度の者に行う採用試験関 ２ 大卒程度の者に行う採用試験関

係 係

一 規則別表第３国家公務員採用 一 規則別表第３国家公務員採用



総合職試験（大卒程度試験）の 総合職試験（大卒程度試験）の

項ロ⑵、同表法務省専門職員 項ロ⑵、同表法務省専門職員

（人間科学）採用試験の項第１ （人間科学）採用試験の項第１

号ロ⑵及び第２号ロ⑵、同表国 号ロ⑵及び第２号ロ⑵、同表国

税専門官採用試験の項ロ⑵並び 税専門官採用試験の項ロ⑵並び

に同表労働基準監督官採用試験 に同表労働基準監督官採用試験

の項ロ⑵に規定する「人事院が の項ロ⑵に規定する「人事院が

⑴に掲げる者と同等の資格があ ⑴に掲げる者と同等の資格があ

ると認める者」、同表国家公務 ると認める者」、同表国家公務

員採用一般職試験（大卒程度試 員採用一般職試験（大卒程度試

験）の項ロ⑴、同表皇宮護衛官 験）の項ロ⑴、同表皇宮護衛官

採用試験（大卒程度試験）の項 採用試験（大卒程度試験）の項

ロ⑴、同表刑務官採用試験（大 ロ⑴、同表法務省専門職員（人

卒程度試験）の項第１号ロ⑴及 間科学）採用試験の項第３号ロ

び第２号ロ⑴、同表法務省専門 ⑴、第４号ロ⑴及び第７号ロ

職員（人間科学）採用試験の項 ⑴、同表外務省専門職員採用試

第３号ロ⑴、第４号ロ⑴及び第 験の項ロ⑴、同表財務専門官採

７号ロ⑴、同表外務省専門職員 用試験の項ロ⑴並びに同表航空

採用試験の項ロ⑴、同表財務専 管制官採用試験の項ロ⑴に規定

門官採用試験の項ロ⑴並びに同 する「人事院がこれらの者と同

表航空管制官採用試験の項ロ⑴ 等の資格があると認める者」並

に規定する「人事院がこれらの びに同表海上保安官採用試験の

者と同等の資格があると認める 項ロに規定する「人事院がイに

者」並びに同表海上保安官採用 掲げる者と同等の資格があると

試験の項ロに規定する「人事院 認める者」は、次に掲げる者と

がイに掲げる者と同等の資格が する。



あると認める者」は、次に掲げ

る者とする。

イ～ホ （略） イ～ホ （略）

二 規則別表第３国家公務員採用 二 規則別表第３国家公務員採用

一般職試験（大卒程度試験）の 一般職試験（大卒程度試験）の

項ロ⑵、同表皇宮護衛官採用試 項ロ⑵、同表皇宮護衛官採用試

験（大卒程度試験）の項ロ⑵、 験（大卒程度試験）の項ロ⑵及

同表刑務官採用試験（大卒程度 び同表財務専門官採用試験の項

試験）の項第１号ロ⑵及び第２ ロ⑵に規定する「人事院がこれ

号ロ⑵並びに同表財務専門官採 らの者と同等の資格があると認

用試験の項ロ⑵に規定する「人 める者」は、次に掲げる者とす

事院がこれらの者と同等の資格 る。

があると認める者」は、次に掲

げる者とする。

イ～リ （略） イ～リ （略）

三～五 （略） 三～五 （略）

３～５ （略） ３～５ （略）

２ この決定による改正は、令和７年１２月１日から効力を発生する。


